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アメリカ中西部の大都市シカゴは Seconcl city， 
windy city，convention city，巨大な田舎と様々に形
容されているが，ミシガン湖に面した Skyscraperは目
をみはるものがある。もっとも，ここ数年，気候の悪い
シカゴからサンベルトに逃げ出す人が増え，週辺人口を
合わせて，やっとロサンゼ/レスをしのいでいる。もiVindy 
city t，実際は50年前の国際博に造りだしたもので，風
は千葉の方がはるかに強い。私たち一家は昨年(昭55) 
9月にシカゴに来て以来，日米のあらゆる面における相
違を肌で感じており， 日本が学ぶべき点も少くないと
思われるが， やはりヨーロッパの食いつめ者がインデ
ィアンをけちらして造った国だと思われる点も同様に
少くない。私はノースウエスタン大学 (Northwestern 
University，NU)の客員講師(給料は客員助手)とし
て Ostrow教授の指導で，従来やっていたピリノレピン，
胆汁酸代謝の研究のみがきをかけるのが留学目的である
が，研究面では，何せ 1日中研究のみであり，さぼりた
がるテクニシャン(白人と黒人のおばさん方)と共に仕
事をするので，仕事のスピードは速いのがあたり前。ピ
リノレピン系胆石の構造研究及び、溶解が主任務で、あるが，
ピリ/レピン胆石がピリノレピンのポリマーで、ある事を確認
したのはいいが逆にいえば，ポリマー溶解など当分夢で
あり，外科医の仕事当分安泰。私のポスの Ostrow教
授は YALE大学卒， HARVARD医学部卒，ジョンス
ホプキンス研修，英国留学と誠に華麗な経歴の持主で，
千葉大学卒のみの私は，ひたすら国際肝臓学会会長， 
PTCの奥田教授の弟子という事で対抗していますが，
とにかく OKUDAの名は強く，私の紹介にあたって， 
OHKUBOの名は誰も知らぬが， OKUDAの弟子とい
う事で，この辺の皆様には覚えて頂いた。おそくなった
が，シカゴはアメリカ肝臓研究誕生の地であり，それを
記念して毎年11月にはアメリカ肝臓学会が開かれる。昨
年はこの学会と共に国際肝臓学会が聞かれ， 奥田会長
のもとに，日本人学者も数十名集まり，在シカゴの私は
道案内として忙しく，ワイフも奥田会長招待ノ号ーティに
日本舞踊を恥ずかしげもなく披露し花をそえた。私は 
NUの消化器内科の一員として研究の他に，殆んど毎日
あるカンファレンスに参加しなければならないが，症例
検討やリサーチカンフアレンスでは，各スタッフ (30名
位)がよく知っているのには感心する。消化器の分野で
は日本の貢献が大きく， 内視鏡， PTC，消化器X線等
では，よく質問を受ける。消化器スタッフは広く知って
いるが，彼等のカバーするのは内視鏡，たまに腹腔鏡で
あり，殆んどは，放射線科医のレポートなので，本を読
むヒマは少くない。とにかくこの地では舌が勝負であ
る。黙っていると知らない，理解していないとみなされ
るから恐い。研究面でも胆汁酸ピリノレピン結石の分野で‘
は日本が進んでいるが，何せ邦文発表が多く，かなり損を
している。とにかく英文で、あれば，この地の学者は必ず
目をとおす。東北大学では TOHOKUJ. EXP. MED. 
という世界に通ずる雑誌をもっているのだから， CHIBA 
MED. J. (英文)を世界に発行すべきである。
余分に，アメリカ風俗，私が感じたままを述べる。ま
ず，アメリカの医師の地位は高く，弁護士より上。また
医師の信頼も高い。開業医といえども，よく勉強し，大
学のカンフアレンスに参加して，レジデントとやりあう。
金をかせいでまず日本車を買い，さらに家を改築し，最
後にはワイフを新しいのに替えるというのがシカゴアン
気質。ダイエットが盛んであるが，巨大なアッフ。/レパイ
を食べ，ノーシュガーのコーヒーを飲むというアンバラ
ンス。私の娘が通園しているナサリーではロックのリズ
ムでダンスをやる。悲しみあふれる童謡とは大ちがい。
車の右側通行は有名だが，赤信号でもタイミングをみて
右折 OK位はすぐなじめるが，踏切での一時停止禁止に
は，慣れないと追突される。牛肉が安く，スキヤキ，シャ
ブシャブ，ステーキが，我が家の主料理。シカゴでは鮮魚
はナマズ (Cat fi.sh)のみ。シカゴ大学は NUと双壁を
なすが，シカゴ大学は市の南部にあり黒人街に固まれて
おり，最近では以前ほどの権威はない。黒人は昼間でも
ブラブラしているが，皆，カセットステレオをぶらさげ
てリズムに酔っており，日本の電器会社は，黒人に感謝
すべきだ。私は大学の職員アパートにいるが，いつか階
上の日本人学者が胸痛というので，救急車をよんだら，
ポー タブ/レ ECG，電話， 酸素等をもった 4人のスペシ
ヤルチームがすぐ来て診断し，電話で病院の医師と入院
是非を相談した。この地には心臓病が多いので，このチ
ームが必要な訳だが，とにかく有用である。
大国アメリカならではの事もあり，狭小国日本にすぐ
役立つ事は多くないが，なんとか参考になる面を体得し
たいと思っている。 (昭和56年10月5日受付)
